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　夏になると糸島市民はもとより福岡市など　夏になると糸島市民はもとより福岡市など
近郊からも涼を求める多くの人で賑わいま近郊からも涼を求める多くの人で賑わいま
す。名物のそうめん流しは年中楽しめます。す。名物のそうめん流しは年中楽しめます。

白糸の滝（糸島市白糸）白糸の滝（糸島市白糸）

天
然
の

天
然
の

涼涼
を
求
め
て

を
求
め
て

白
糸
に
集
う

白
糸
に
集
う

夏夏
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

糸
島
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
里
村
　
廣
志

健
康
寿
命
延
長
と

健
康
寿
命
延
長
と

��
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

地
域
づ
く
り
を
目
指
す

会
長
あ
い
さ
つ

　
若
葉
が
初
夏
の
日
差
し
に
ま
ぶ

し
く
輝
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
つ
つ
あ

り
、
令
和
5
年
度
の
各
種
事
業

も
平
常
の
形
で
開
催
さ
れ
る
見

通
し
と
な
り
、
喜
ば
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

そ
こ
で
、
令
和
5
年
度
糸
島
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
方
針

と
し
て
は
、
本
来
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
で
あ
る
「
伸
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り

を
」
の
も
と
に
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
自
立
し
た
、
い
き
が
い
の

あ
る
生
活
の
実
現
と
他
世
代
や
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
高
齢

者
相
互
の
見
守
り
、
助
け
合
い
、

児
童
登
下
校
の
見
守
り
、
環
境

美
化
活
動
な
ど
を
通
じ
て
安
心
・

安
全
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

長
年
培
っ
て
き
た
知
識
と
技
術

を
持
っ
た
４
，５
０
０
人
の
会
員

の
力
で
、
今
人
気
の
糸
島
を
さ

ら
に
輝
く
地
域
と
成
し
、
共
に

歩
み
を
進
め
て
い
け
ま
す
よ
う

祈
念
し
て
会
長
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　老人クラブは、発足当初から「健康」
「友愛」「奉仕」の活動を行っており、
明るく、豊かで活力のある超高齢社
会の実現に向けて取り組んでいます。

健康活動

◎�いきいきクラブ体操・健康ウォー
キング・シニアスポーツの実施
◎�趣味・サークル活動の拡充
◎料理講習会・食事会の開催など

友愛活動

◎�関係機関と連携した集いの場づく
り（サロン、ふれあい喫茶、居場
所の確保など）
◎�情報の伝達・提供（クラブや町内
情報、福祉・防犯・災害・避難な
どの情報）
◎�ひとり暮らしや高齢者世帯への安
否確認・声掛け・友愛訪問・話し
相手・行事などへの参加呼び掛け

奉仕（ボランティア）活動

◎�全国一斉「社会奉仕の日」
　（9月 20 日）の取り組み
◎�公共施設や道路の清掃・美化・緑
化・花づくり
◎資源回収・リサイクル活動
◎�高齢者施設におけるボランティア

健康・友愛・奉仕健康・友愛・奉仕
「全国三大運動」「全国三大運動」
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

�

糸
島
市
長
　
月
形
　
祐
二

市
長
あ
い
さ
つ

多
く
の
高
齢
者
の
方
が
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
高
齢
者
の
方
が
こ
れ
か
ら
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
３
年

余
り
、緊
急
事
態
宣
言
を
は
じ
め
、

様
々
な
制
限
・
制
約
を
や
む
を
得

ず
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
5
月
11
日
に
は
、
定
期
総

会
が
4
年
ぶ
り
に
対
面
方
式
で
開

催
さ
れ
、
多
数
の
方
が
出
席
さ
れ

て
盛
会
で
あ
っ
た
と
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
９
月
か
ら
元
気
な

高
齢
者
と
活
躍
の
場
を
つ
な
ぐ
糸

島
市
シ
ニ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
開
始
し
、「
働
き
た
い
」、

「
自
分
の
力
を
生
か
し
た
い
」
と

い
う
高
齢
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

個
別
相
談
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情

報
を
発
信
す
る
「
シ
ニ
ア
活
躍

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

は
っ
す
る
」
が
、

は
つ
ら
つ
館
に
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
個
別
相
談
の
ほ
か
、
求
人

情
報
、
就
労
に
関
す
る
相
談
機
関

の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の

提
供
や
、
高
齢
者
向
け
に
「
就
労

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
市
で
は
２
０
１
１

年
度
か
ら
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
ご
家

族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
本
年
２
月
に
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
の
べ
１
万

人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
に
わ
が
国
の
認

知
症
高
齢
者
の
数
は
約
７
０
０
万

人
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い

世
代
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地

域
に
一
人
で
も
多
く
誕
生
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
、
こ

れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

仲
間
づ
く
り
や
サ
ー
ク
ル
活
動
・

奉
仕
活
動
等
を
楽
し
く
開
催
で
き

ま
す
よ
う
に
、
本
市
で
は
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
元
気
化
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
組
織
強

化
や
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
お

知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
共
に
連
携

し
、
充
実
し
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に

十
分
留
意
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
地
域
を
温
か
く
見
守
り

包
み
込
む
よ
う
な
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆

様
の
引
き
続
き
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

※会長、副会長、女性部長は理事兼任

役　職 氏　名 校　区

会 　 長 里村 　廣志 前原南
副 会 長 松㟢 健一郎 前　原
女性部長 吉川　 隆子 東　風

顧 問
井上 九十九 怡　土
兵庫　 金作 福　吉

監 事
前場　 弘之 加布里
高田　 秀五 桜　野

事務局長 光行 惠美子 南　風

令和 5 年度  執行部役員令和 5 年度  執行部役員
令
和
5
年
度

執
行
部
役
員
・
専
門
部
会

　
今
年
度
の
執
行
部
役
員
お
よ
び
専
門

部
会
を
紹
介
し
ま
す
。
全
員
で
力
を
合

わ
せ
、
連
合
会
お
よ
び
活
動
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

月 日 曜 事業名 会　場

7

13 木 単位クラブ新任会長・女性部長研修会 あごら
25 火 理事会　7 月度 あごら

高齢者相互支援研修会（校区）各校区会場
会報「ゆうゆう第 37 号」発行

8 29 火 理事会　8 月度 あごら

9
20 水 全国一斉社会奉仕の日
26 火 理事会　9 月度 あごら

10
19 木 市シニア連スポーツ大会

（グラウンド・ゴルフ、ペタンク） 糸島市運動公園

31 火 理事会　10 月度 あごら

11

22 水 理事会　11 月度 あごら
28（火）〜3（日）　作品展 糸島市立伊都郷土美術館
〜12月「ふれあい募金活動」 ※「いち円募金」から愛称変更

赤い羽根共同募金協賛（11月中に各校区クラブとりまとめ）
会報「ゆうゆう第 38 号」発行

12 19 火 理事会　12 月度 あごら
1 23 火 理事会　1 月度 あごら
2 27 火 理事会　2 月度 あごら

3
26 火 理事会　3 月度 あごら

会報「ゆうゆう第 39 号」発行

令和 5 年度 行事予定
（7 月以降のみ掲載）

令和 5 年度  専門部会員令和 5 年度  専門部会員

部　会 氏　名 校　区

健康部会

伊藤　 貞利 引　津
山本 美佐子 引　津
辻　　 智成 一貴山
田中　 敏弘 怡　土
古川 　清治 桜　野
大谷　 春江 桜　野
松㟢 健一郎 前　原
増田 芙美子 前　原
大場　 道子 前原南
川上　 辰男 雷　山

文化

教養部会

田代　 京子 雷　山
田中　 孝乃 一貴山
有吉　 典子 怡　土
堀田 ハマ子 加布里
山脇　 純子 波多江
吉川　 隆子 東　風
須藤　 健二 深　江
安部　 弘枝 福　吉
城井　 道生 南　風
重富　 洋子 南　風

広報部会

加茂　 周二 長　糸
古藤 　和枝 長　糸
前場　 弘之 加布里
佐野 　基幹 波多江
田中　 利夫 東　風
平田　 良子 深　江
若松　 清孝 福　吉
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

各部で協力し合い頑張ります！各部で協力し合い頑張ります！部 紹会 介

　健康福祉部会の伊藤です。
　令和 5 年度も部会長を務めさせていただ
きます。
　部会員一同、一所懸命部会の運営をしてい
きたく思っております。理事の皆様方にお願
いいたしますとともに、理事の皆様方のご健
勝を願っております。

健康福祉部会 部長：伊藤　貞利

　今年度より文化教養部会の部長を務めさ
せていただくことになりました、雷山校区の
田代京子と申します。理事になり一年余り、
まだまだ頼りない部分が多々ありますが、皆
様方のお知恵とご支援を仰ぎながら、精いっ
ぱい務めさせていただきます。皆様のご指導
とご鞭撻をよろしくお願いいたします。

文化教養部会 部長：田代　京子

　広報部会は、会員皆様方の情報を正確に、
より早くをモットーに、皆様に笑顔で楽しん
でいただける広報紙『ゆうゆう』を発行して
まいります。メンバーも心機一転、全員の絆
と真心で、心に残る広報紙に！と考えていま
す。各校区の情報提供をお願いしたいと思い
ます。ご協力をお願いいたします。

広報部会 部長：加茂　周二
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

5
月
11
日
（
木
）、
令

和
５
年
度
定
期
総
会
を

人
権
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は

１
３
１
名
が
参
加
し
、
4

年
ぶ
り
の
対
面
で
の
総

会
は
盛
況
で
し
た
。

　

ま
ず
、
里
村
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
「
伸
ば

そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
会

員
４
，５
０
０
人
の
会
員

の
力
を
結
集
し
、
糸
島
が

輝
く
地
域
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
と
力
強
く

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席

賜
り
ま
し
た
馬
場
副
市

長
や
浦
県
議
、
堀
田
市
議

会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
市

長
の
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
は

な
し
」と「
リ
ン
ゴ
の
木
」

の
話
は
、
シ
ニ
ア
世
代
に

令
和
5
年
度
定
期
総
会

行事復活でコロナからの旅立ち行事復活でコロナからの旅立ち

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

道
し
る
べ
を
示
し
て
い

た
だ
き
、
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

お
よ
び
令
和
５
年
度
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
し
、
質
疑

応
答
で
疑
問
を
解
消
し

な
が
ら
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
閉
会

し
ま
し
た
。
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　
糸
島
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
ト
ル
コ
で
起
き
た
大
地
震
の

被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
2
月
の

理
事
会
で
協
議
し
、
救
援
金
を
募

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
各
校
区
の
単
位
ク
ラ

ブ
を
通
じ
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
救
援
金
を
4
月
4
日
（
火
）
に

月
形
市
長
に
寄
託
し
ま
し
た
。
な

お
、
寄
託
し
た
51
万
６
８
０
０
円

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
被
災

地
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
月
形
市
長
に
救
援
金
を
手
渡
し

た
里
村
会
長
は
「
ト
ル
コ
は
日
本

と
の
つ
な
が
り
が
強
い
国
。
微
力

な
が
ら
、
役
立
て
て
い
た
だ
け
た

ら
」
と
語
り
、
月
形
市
長
は
「
ま

だ
数
百
万
人
が
不
自
由
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

間
違
い
な
く
被
災
者
に
届
け
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

復興願い市へ思い届ける復興願い市へ思い届ける

波多江シニアクラブ	 　　	三宅　	瑞穂
波多江シニアクラブ	（故）藤田	　秀男
東風シニアクラブ	 　　	吉川　	貞男
東風シニアクラブ	 　　	内田	ミチコ
東風シニアクラブ	 　　	楠原　	道子
引津シニアクラブ	 　　	山本　	奎子
深江シニアクラブ	 　　	永翁　	政廣
芥屋シニアクラブ	 　　	吉村	　　忠
芥屋シニアクラブ	 　　	奥　　　	隆
芥屋シニアクラブ	 　　	前野	　　力
前原シニアクラブ	 　　	持田　	研一
前原シニアクラブ	 　　	三坂　	廣彦
前原シニアクラブ	 （故）田浦　　	明
前原シニアクラブ	 　　	藤川	奈奈子
前原シニアクラブ	 　　	畠山	千代子
前原南シニアクラブ	 　　	朱雀	千万斗

　総会の最後には、長年の功績を称え、
16 名の方に感謝状を贈呈しました。

感謝状授与感謝状授与

トルコ地震救援金寄託

里村会長より市長へ
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
校
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
行
事
は
中
止
し

ま
し
た
。
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
の
行

事
は
、
各
ク
ラ
ブ
で
対
策
を
取
り

な
が
ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
紹
介
す
る
井
原
シ
ニ
ア

井
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動

健
康
と
奉
仕
に
尽
力

怡
土
校
区　

会
長　

田
中　

敏
弘

活動ひろば

怡土校区

ク
ラ
ブ
は
、
怡
土
校
区
（
７
単
位

ク
ラ
ブ
）
会
員
数
４
５
６
名
の
内

１
６
０
名
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

主
な
活
動
は
、
月
2
回
の
住
吉

神
社
清
掃
、年
2
回
の
藤
棚
整
備
、

学
童
通
学
路
に
彼
岸
花
の
植
栽
お

よ
び
管
理
、
小
学
生
の
登
下
校
時

の
見
守
り
、
月
1
回
の
ダ
ー

ツ
愛
好
会
、毎
週
月・火・木・

金
曜
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
愛
好
会
、
し
あ
わ
せ
教

室（
糸
島
市
健
康
づ
く
り
課
）

と
健
康
づ
く
り
や
奉
仕
活
動

に
取
り
組
み
、
全
員
で
健
康

長
寿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
例
年
は
、
社
会
見
学

（
工
場
・
名
勝
地
・
景
勝
地

等
々
）
や
忘
・
新
年
会
な
ど

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
数
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
で

中
止
が
続
い
て
い
ま
す
。
令

和
5
年
度
に
入
り
、
コ
ロ
ナ

も
2
類
か
ら
５
類
へ
と
移
り

コ
ロ
ナ
前
の
行
事
が
再
開
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
多
く
の
会
員
皆
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
、
健
康
づ
く
り
や

奉
仕
活
動
を
図
り
な
が
ら
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

雨の中でも元気に神社清掃雨の中でも元気に神社清掃

通学路の清掃通学路の清掃
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染

症
法
上
2
類
か
ら
5
類
に
移
行
さ

れ
、
数
カ
月
が
経
過
し
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

が
個
人
の
意
思
に
よ
り
着
脱
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
陽

性
に
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

行
動
を
控
え
る
期
間
（
外
出
等
制

限
日
数
）
が
短
く
な
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
私
の
周

辺
を
見
て
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
マ
ス
ク
着
用
者
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
一
日
も

早
い
完
全
な
収
束
を
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。

　
さ
て
、
私
ど
も
岐
志
岡
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
は
、
会
員
数
42
名
と
比
較

的
小
規
模
な
ク
ラ
ブ
で
あ
る
が
、

年
度
当
初
の
総
会
に
お
い
て
事
業

計
画
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、奉
仕
作
業（
年

コ
ロ
ナ
禍
で
の
気
づ
き

過
去
の
思
い
を

�

今
後
に
つ
な
げ
る

岐
志
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

前
会
長　

扇　

清
人

活動ひろば

芥屋校区

2
回
）
あ
る
い
は
健
康
教
室
な
ど

を
実
施
し
な
が
ら
、
会
食
を
伴
う

研
修
会
（
年
2
回
）
等
は
や
む
な

く
自
粛
し
て
き
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
会
員
皆
様
の

参
加
も
多
く
、
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
事
業
で
も
あ
る
が
、
過
去
数

年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
大
多
数
で
の
集

ま
り
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
、
会
食

に
至
っ
て
は
強
く
自
粛
が
求
め
ら

れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
集
ま
る
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
）
機
会
が
失
わ
れ
た
こ

と
は
、
個
人
の
み
な
ら
ず
多
く
の

団
体
等
へ
の
影
響
は
決
し
て
少
な

く
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

今
回
、
長
い
期
間
に
わ
た
り
、

行
動
が
制
限
さ
れ
、
あ
る
い
は
自

粛
を
求
め
ら
れ
る
通
常
に
は
な
い

時
間
を
経
験
し
た
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
社
会
生
活
、
と
り
わ

け
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
内
容

や
結
果
、
地
域
に
お
け
る
存
在
感

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
期
間

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
通

常
で
は
な
い
変
則
的
な
対
応
を
求

め
ら
れ
た
期
間
の
貴
重
な
思
い
と

経
験
は
、
今
後
の
多
様
な
事
業
展

開
の
参
考
と
し
、
つ
な
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
会
う
こ
と
に
始
ま
り
、

会
話
を
通
し
て
お
互
い
の
存
在
を

確
認
・
尊
重
し
合
う
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
る
。
一
日
で
も
早
く
完

全
に
マ
ス
ク
を
外
し
笑
顔
で
話
せ

る
未
来
が
来
る
の
を
心
か
ら
待
ち

望
ん
で
い
る
。
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

浜
の
園
団
地
は
約
40
数
年
前

に
造
成
さ
れ
「
神
在
五
区
」
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
や
糸
島
一

の
高
齢
団
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
は
57
・
39
％
で
糸
島
市

住
民
１
０
０
名
以
上
の
行
政
区

で
は
断
ト
ツ
1
位
で
す
。

し
か
し
要
支
援
要
介
護
率
は

校
区
内
で
最
も
低
く
、
ま
だ
比
較

的
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
こ
と

も
事
実
で
す
。
そ
う
い
う
事
情
の

中
、
神
在
五
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

「
安
心
で
豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」

を
目
指
し
て
相
互
の
支
え
合
い

を
第
一
に
考
え
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

◎
連
携
活
動

【
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
】

　
行
政
区
民
生
委
員
・
福
祉
委
員

主
催
。
毎
月
1
回
、
浜
の
園
集
会

所
で
各
種
講
座
や
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
や
小
さ
な
音
楽
会
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
住
民
主
体
の
通
い
の
場
】

　
校
区
社
協
主
催
・
前
原
西
地

域
包
括
協
力
。
住
民
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
、
毎
週
月
曜
日
、

浜
の
園
集
会
所
で
基
礎
体
力
と

運
動
向
上
の
た
め
の
経
運
動
や

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
な
ど
が
行

わ
れ
、
校
区
内
の
多
く
の
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

【
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ
】

　
県
道
沿
い
花
壇
群
へ
の
月
1

回
の
校
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
参

加
と
と
も
に
不
定
期
で
除
草
・
苗

植
え・剪
定・水
や
り
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
登
校
見
守
り
】

　
加
布
里
小
学
校
登
校
時
に
毎

朝
3
名
の
方
が
団
地
内
・
校
門
で

登
校
指
導

【
除
草
・
清
掃
】

　
3
名
の
方
が
不
定
期
で
自
主

的
に
浜
の
園
公
園
内
外
を
除
草

清
掃
し
て
い
ま
す
。

神
在
五
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動

安
心
で
豊
か
な

�

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

神
在
五
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

会
長　

前
場　

弘
之　
　
　

�

女
性
部
長　

大
神　

磨
智
子

活動ひろば

加布里校区

◎
独
自
活
動

【
昼
食
懇
親
会
】

　
会
員
対
象
で
、
毎
月
1
回
浜
の

園
集
会
所
で
昼
食
懇
親
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。昼
食
会
お
よ
び
、

そ
の
後
の
茶
話
会
な
ど
で
親
睦

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
支
え
合
い

の
た
め
の
情
報
共
有
の
場
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
12
月
は

忘
年
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

イスに座ってできる運動イスに座ってできる運動

みんなで協力して花壇整備みんなで協力して花壇整備

おいしい食事と弾む会話おいしい食事と弾む会話
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会
員
文
芸

会
員
文
芸

川
　
柳

高
齢
者
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
い
や
さ
れ
る

朝
も
や
と
思
う
我
が
目
は
白
内
症

朝
ご
飯
今
日
も
食
べ
た
か
確
認
し

東
風
校
区　

吉
川　

隆
子

編集後記

スポンサーへのお礼
　このたびは、広報紙「ゆうゆう」の発
行にあたりご協賛いただきましたスポン
サー各位に対し、厚くお礼申しあげます。
今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようお
願い申しあげます。
 糸島市シニアクラブ連合会

　新年度とともにコロナ感染症も 2 類か
ら 5 類へと変わり、全ての行事がコロナ
禍前に戻ってきています。広報部会も新
体制でスタートし、シニアクラブ会員さ
まの活動がより多くの方にお伝えできる
よう全員で取り組んでまいります。
　会員の皆さまが待ち望む、また喜んで
いただける「ゆうゆう」を発行したいと
考えています。ぜひ、多数の投稿のご支
援をよろしくお願いいたします。
 広報部会

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
正
常
な
活
動
が

3
年
間
も
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
毎
月
１
回
定
期
的
に

集
ま
り
、
お
楽
し
み
会
を
中
心
に
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
健
康
づ
く
り
課
に

よ
る
健
康
講
話
や
、
社
協
よ
り
Ｄ
∨

Ｄ
の
出
前
、
出
前
講
座
を
実
施
。
講

座
後
に
は
、
全
員
で
三
味
線
や
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
懐
か
し

い
歌
や
、
思
い
出
の
歌
を
全
員
で
合

唱
し
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。

3
月
に
は
、
3
年
ぶ
り
に
食
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
も
多
く

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
花
壇
サ
ー
ク
ル
で
は
、
武
の

菜
園
で
育
て
た
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
祭

を
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
ち
び
っ
子
や
小
学
生
と
そ
の
家

族
が
50
名
以
上
参
加
し
、
若
い
住
民

と
の
交
流・親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
会

員
間
お
よ
び
地
域
住
民
と
の
交
流
・

親
睦
の
場
を
作
り
、
楽
し
く
笑
顔
で

会
員
の
健
康
増
進
と
な
る
よ
う
活
動

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

高
齢
化
に
負
け
ず
活
動
継
続

武
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

��

会
長　

塩
田　

重
昭

活動ひろば

一貴山校区

さつま芋の収穫祭でさつま芋の収穫祭で
世代間交流世代間交流
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w
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私たちは糸島市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

こんな方におすすめ！
◎同世代の仲間がほしい方
◎健康の保持増進をしたい方
◎知識や経験を生かしたい方

会会員員募募集集中中
　シニアクラブは、仲間づくりや健康づくりなどの　シニアクラブは、仲間づくりや健康づくりなどの
活動だけでなく、長い人生で得た知識や経験を生か活動だけでなく、長い人生で得た知識や経験を生か
して、地域の諸団体と協力し、地域を豊かにする社して、地域の諸団体と協力し、地域を豊かにする社
会奉仕活動にも取り組んでいます。会奉仕活動にも取り組んでいます。
　明るい長寿社会づくりのために、シニアクラブで　明るい長寿社会づくりのために、シニアクラブで

一緒に第 2 の人生を楽しみませんか？一緒に第 2 の人生を楽しみませんか？

グラウンド・ゴルフグラウンド・ゴルフ

囲碁・将棋囲碁・将棋

友愛訪問友愛訪問

一緒に活動しませんか？

TEL：092-324-1660糸島市シニアクラブ連合会お問合せ先
〒 819-1105　糸島市潤 1-22-1 健康福祉センターあごら内

おおむね 60歳以上なら
どなたでも入会できます‼


